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Historical Overview of Emission Standards for Hazardous Air Pollutants 




米国の大気浄化法 (CleanAir Act)の歴史は、 1955年の大気汚染防止法 WrPollution 
Control Act)に始まり、 1967年の大気質法 (AirQuality Act)において包括的な規制制度が整
えられた(1)0 
大きな改正がなされたのは1970年及び1990年である。1970年改正の大気浄化法(CAA.Pub.
L. No. 91-604, §4(a), 84 Stat. 1676, 1685 (1970)、以下 CAA(1970))は米国大気汚染政策の基
盤を形作った。 1990年には特に大きな改正が行われ、酸性雨、有害物質汚染、未規制地域、及
びオゾン層破壊などの環境間題を扱っている(1)。

















CAAの歴史は、 1955年の大気汚染防止法 (AirPollution Control Act)に始まるが、連邦政
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パートA 大気質及び排出基準 CAA§101-131; USC§7401-7431 
パート B オゾン層保護 タイトルVIと入替え
パート C 大気質の深刻な悪化防止 CAA§160-169b; USC§7470-7492 
パート D 未達成地域の計両要求 CAA§171-193; USC§7501-7515 
タイトルI 移動排出源に関する排出基準
パートA 自動車排ガス及び燃料基準 CAA§201-219; USC§7521-7554 
パート B 航空機排出基準 CAA§231-234; USC§7571-7574 
パート C クリーン燃料自動車 CAA§241-250; USC§7581-7590 
タイトルI 一般 CAA§301-328; USC§7601-7627 
タイトルW 騒音 USC§7641-7642 
タイトルN- 酸性沈済抑制 CAA§401-416; USC§7651-7651o 
A 
タイトルV 許認可 CAA§501-507; USC§7661-7661£ 











では、セクション1大気汚染の防止と抑制 (AirPollution Prevention and Control) >パート
A大気質及び排出基準(AirQuality and Emission Limitations)>セクション112有害大気汚染









セクション 112が大きく改正された背最には、 CAA(1970)セクション 112の下でのHAP規
制が進まなかったことがあるが、このことは後述する。



































Generally Available Control Technology)設定。










(o) NAS (国立科学 EPA及びNASはリスクアセスの方法論を見直し、議会へ報告。発ガ
アカデミー）の研究 ン及び非ガンリスクを含める。



























































FUEL Category Name 
COMBUSTION Engine Test Facilities, Industrial Boilers, 
Institutional/Commercial Boilers, Process Heaters, Stationary 





れずに、健康影響ベースのみに基づき設定されることになってし t‘こ： The Administrator shall 
establish any such standard at the level which in his judgment provides an ample margin of 
safety to protect the public health from such hazardous air pollutant.(112(b)(l)(B)) "。
1990年の CAAの改正にあたり、環境及び公共事業の上院委員会(SenateCommittee on 







それ故に、 1987年に NRDC(NaturalResources Defense Council 天然資源防護協議会）は
EPAが技術的・経済的可能性に基づいて塩化ビニルの排出基準を設定したことを問題とし、排
出基準は健康影響のみに基づき設定し、影響に不確実がある発ガン物質を EPAはすべての排














































































































































































生涯発ガンリスク (MIRMaximum Individual Risk最大個人リスク生涯暴露した人の発
ガン率の増加分）は 1X 10・6(米国での許容リスクレベル）よりも低い(44基<lx10―-8;1x10―.8 
<289基く1X 10・7; 1 X 10・7 <91基く1X 10・6)と推定された。 426基のうち2基のプラントに
ついてのみ1X 10・6より高い吸入リスクが推定された(1X 10・6<2基く 1X 10・5)。
●石油火力発電プラント(1990年）の場合、 137基のうち 125基について吸入暴露による MIR
が1X 10・6よりも低い (26基 <1x 10-s ; 1 x 10-s<48基く1X 10・7; 1 X 10・7 < 52基<1X 10・6) 
と推定されたが、残り 11基は、MIRが1X 10・-6を超えていた(1X 10・6<9基<1X 10―-5; 1 X 10―.5< 





4. ICR (Information Collection Request)-EPAによる石炭火力に関する水銀データの収集
EPAは1998年の議会報告書 (11)において石炭火力発電所から排出される水銀に関する研究
課題を指摘した。そのひとつが水銀の排出データを得ることであり、USEPAはCAAセクショ
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5. CAMR(Clean Air mercury Rule)<17l及びCAIR(CleanAir Interstate Rule) <is)ー 無効化され
た規制






減するためのクリーンエア州際規制(CAIRClean Air Interstate Rule)(ls)の上に構築されてお
り、CAMRとCAIRを一緒に行うことで、 EPAはCAIRが施行されれば、 NOx及びS02削減の
ために設置される排煙脱硝・脱硫装置の相乗便益により水銀の排出も削減すると考えた。






6. MATS(Mercury and Air Toxics水銀及び大気有害物質規制）
水銀規制 CAMRが無効になった同じ年2008年 12月 18日に、複数の環境団体及び公衆衛
生団体は CAAセクション 112(d)の要求に対応して、セクション 112(c)の下で排出源のリスト
化後2年以内、すなわち、 2002年 12月20日までに石炭火力発電及び石油火力発電の排出基
準を設定していないことを訴えた(20)。これに対して EPAは2011年3月 16日までに排出基準
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は最終規制(22)ののちに一部再考後の数値を合わせて載せてある(24)。
表8 既設及び新設石炭火力発電所に関する排出基準（抜粋）
区分 フィルタ捕集性PM HCl Hg 
既設―低品位バージ 3.0E-2 lb/MMBtu 2.0E-3 lb/MMBtu 1.2EO lbfl'Btu 
ンコールでないもの (3.0E--1 lb/MWh) (2.0E-2 lb/MWh) (1.3E-2 lb/GWh) 
既設―IGCC 4.0E-2lb幽 Btu 5.0E-4lb/MMBtu 2.5EO lbtrBtu 
(4.0E-1 lb/MWh) 5.0E-3 lb/MWh) (3.0E-2 lb/GWh). 
新設―低品位バージ 9.0E-2 lb/MWh 1.0E-2 lb/MWh 3.0E-3 lb/GWh 
ンコールでないもの
新設―IGCC 7.0E--2 lb/MWh (合成ガス燃焼ダクトバーナ） 2.0E-3 lb/MWh 3.0E-3 lb/GWh 
9.0E--2 lb/MWh仄然ガス燃焼ダクトバーナ）
Note: lb/MMBtu = pounds pollutant per million British thermal units fuel input.; lb!I'Btu = pounds pollutant per trilion 
British thermal units fuel input.; lb/MWh = pounds pollutant per megawatt-hour electric output (発電燭；lb/GWh = pounds 
pollutant per gigawatt-hour electric output (発電端）．
表9 既設及び新設石炭火力発電所の代替汚染物質排出基準（抜粋）
区分／汚染 既設 新設 区分／ 既設 新設
物質 Coal-fITed EGUs Coal・frred EGUs 汚染物質 Coal-fired EGUs Coal-fired EGUs 
S02 2.0E-llb/MMBtu 1.0lb/MWh Co 8.0E--1 lbffBtu 2.0E--3 lb/GWh 
(1.5EO lb/MWh) コバルト (8.0E-3 lb/GWh) 
トータル 5.0E--5 lbJMM:Btu 6.0E--2 lb/GWh Pb l.2EO lbfrBtu 2.0E--2 lb/GWh 
非水銀 (5.0E--1 lb/GWh) 鉛 (2.0E--2 lb/GWh) 
金属
Sb アン 8.0E--1 lbffBtu Mn 4.0EO lbfrBtu 4.0E--3 lb/GWh 
チモン (8.0E--3 lb/GWh) 8.0E--3 lb/GWh マンガン (5.0E--2 lb/GWh 
Asヒ素 1.lEO lbffBtu Hg NA NA 
(2.0E--2 lb/GWh) 3.0E--3 lb/GWh 水銀 (= not applicable) 
Be ベリ 2.0E-1 lbfl'Btu Ni 3.5EO lbtrBtu 4.0E-2 lb/GWh 
リウム (2.0E--3 lb/GWh) 6.0E--4 lb/GWh ニッケル (4.0E--2 lb/GWh) 
Cdカド 3.0E-1 lbffBtu Se 5.0EO lbfrBtu 5.0E-2 lb/GWh 
ミウム (3.0E--3 lb/GWh) 4.0E--4 lb/GWh セレン (6.0E--2 lb/GWh) 
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